



























































































77- 78: 29. 7. 1916）
　引用した議論の起点は、7 月 8 日に記された、「私は幸福か不幸かのいず
れかである。これがすべてである。善悪は存在しない、と語ることができる」


































































0 0 0 0 0 0 0 0 0


















であることがわかるだろう。にもかかわらず『論考』では、6.42 と 6.421 が、
同一の思考を表現するかのごとく並べられているのである。


















述べている（9）。ウィトゲンシュタイン自身も、1916 年 6 月 11 日の、「神と











73- 74: 6. 7. 1916）
このことが、永い懐疑の末に生の意義がある人々に明らかとなったとき
に、彼らがこの意義がどの点に存するかを語りえなかったことの理由で


































































































































































に収録されなかった日記部分からの引用は、Wittgenstein’s Nachlass: The 
Bergen Electronic Edition”, Oxford University Press, 2000. により、フォン・
ライト番号とページ数、日付を順に示した。
訳出に際しては併記の邦訳を参照し、必要に応じて訳しなおした。
TLP, 『 論 考 』: Tractatus Logico-Philosophics, Routledge and Kegan Paul 
1922. （奥雅博訳（1975）「論理哲学論考」、『ウィトゲンシュタイン全集 1』、
大修館書店；　野矢茂樹訳（2003）『論理哲学論考』、岩波書店）
NB, 『草稿』: Notebooks 1914-1916, 2nd ed., Basil Blackwell 1979. （奥雅博訳
（1975）「草稿 1914―1916」、『ウィトゲンシュタイン全集 1』、大修館書店）
Wittgenstein’s Nachlass: The Bergen Electronic Edition” ,Oxford 






McGuinness, Brian （2002）. ‘Pictures and Form’, Approaches to Wittgenstein: 
Collected Papers, Routledge.






















を侮辱した、と考えることは私を不幸にする。これは私の良心なのか。」（NB 75: 8. 7. 16）
（6） cf. TLP 4.464
（7） cf. TLP 4.461
（8） cf. モンク （1994） pp. 124- 125
（9） cf. トルストイ （1973） p. 256
（10） 「幸福な人の世界が不幸な人の世界とは別の世界であることも、また明らかである」
（NB 77: 29. 7. 1916）のようなウィトゲンシュタインの言葉は、彼のそうした志向を示して
いる。
（11） 原語は Das gute Gewissen 。奥は「良心」と訳している。
（12） ウィトゲンシュタインは従軍中の日記に、「人は偶然に依存してはならない。好都合
な偶然であろうと、不都合な偶然であろうと」（MS101 34v: 6. 10. 1914）、「外的な世界に
は依存するな。そうすれば、外的な世界の中で起こることを恐れる必要はなくなる」（MS1 






矢 （2002） pp. 262- 263）。私としても、ウィトゲンシュタインがもともとそうした信念を
持っていたというのは肯定したいことである。しかしここで我々が読み取るべきなのは、
彼においては、その楽観的信念は、偶然のいたずらで訪れたり訪れなかったりする幸福、
という観念を受け入れられないことの裏返しだ、ということである。
（ばば・みなこ　筑波大学大学院一貫制博士課程
人文社会科学研究科哲学・思想専攻）
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